
刈谷市施策評価シート(①基本施策推進状況)
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まちの状態

名称 単位
実績値

25年 26年 27年

生産基盤の強化

農業振興の推進

農業に親しむライフスタイルの推進

食育の推進
めざす姿（生活像）が下記のどの目標
指標と関連しているか表示しています

めざす姿　（生活像）
遊休農地が解消され、農業生産基盤である優良農地が確保されています。

地産地消の推進により、店には地元農家が生産した安全で新鮮な農産物が並んでいます。

新規就農者のための支援策が整い、農業法人や営農組織、担い手が育っています。

農作物の栽培や収穫体験、生きがい活動としての農業が行われ、食の大切さを実感しています。

目標指標達成状況

施策の内容（小施策）

農家の収益が向上し、安定した農業経営となっています。

市民の暮らし

施策責任者

とりまとめ課

基本施策 31
産業環境部長

31１ 農政課担い手の育成

農業

関係課

〔4〕

〔5〕

新規就農者数

食生活に気をつけている市民の割合

関連する施策の内容（小施策）

関連する施策の内容（小施策）

関連する施策の内容（小施策）

農業生産法人数

活動

成果

● 活動

関連する施策の内容（小施策）

62.4
(24年)

―

2

〔2〕

○ 3.9

成果

活動

●

〔1〕 関連する施策の内容（小施策）

遊休農地面積

地元農産物を買うように心がけている市民の割合

関連する施策の内容（小施策）

3.4

〔6〕

●

●

〔3〕

目標値

27年 32年

ha

%
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人

%
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63.5 65 70

5

1 3 2 5 10

【注】 ◎…最終目標達成、○…中間目標達成、●…未達成だが上昇傾向、△…未達成で下降傾向 
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刈谷市施策評価シート(②小施策推進状況)

―

●目標指標

現状

分析

〔1〕 ◎ 活動 ha

〔2〕 ○ 活動 人

〔3〕 △ 活動 人

〔4〕 △ 活動 ａ

【注】　◎…上昇傾向、○…横ばい、△…下降傾向

●他市町村との比較検証

成　果

人

173 167

刈谷市

44

高浜市知立市

比較項目

西尾市 ―

7 13

単位認定農業者数

120

7 5

4

―

目標値実績値

3

―

2

2

59

5

―

予算／基本施策内での割合 36,202 10.2% 41,984 8.9%

決算／基本施策内での割合 26,430 8.3% 32,582 7.7%

42,084 8.3%

農政課担当課

関係課

27年度 28年度

新規就農総合支援事業給付対象者

刈谷ハイブリッドアグリ奨励事業　地域特産物の栽培延べ面積

現状分析と課題

担い手の育成31１

事業費　（千円）／（％） 26年度

施策の内容（小施策）

碧南市 安城市

439

単位

備　考 平成28年4月1日

291

名称

農地利用権設定面積

新規認定農業者の認定数

32年

510

2

452 487

26年 27年25年

事務事業の実施 小施策項目の推進 実績 

新しい経営感覚を持った後継者育成
や、より効率的な農作業の受委託を
推進するための企業的経営体への育
成・強化 

認定農業者の認定促進と担い手育成
の支援 

新規就農者のための就農支援体制の
構築 

現状分析 課題の整理 

農用地利用集積促進事業  

◆新規就農者が企業ＯＢなどを活用し、地域特産物であ
る、スイカ、白菜の栽培技術を習得することができてい
る。 

◆農用地の利用集積が進み、農作業の効率化が図られてい
る。 ○農用地の利用集積をさらに促進すべく、農

家へのＰＲを積極的に行う必要がある。 

 

○新規就農者と企業ＯＢへの技術指導を平行
に行う必要があり、一度に多くの雇用ができ
ず、栽培面積も拡大できていない。 

・農用地利用調整会議の開催 

・農地中間管理事業に基づく機
構集積協力金の活用による利用
集積の推進 

 経営転換協力金 

 35戸 11,500千円 

 耕作者集積協力金 

 12筆   680千円 

・青年就農給付金の給付 

 給付対象者 2人 

 給付金額  1,500千円 

・栽培面積 

 スイカ １２ａ 白菜 47ａ 

・雇用人数 

 6月～3月 4人 

 （企業ＯＢ活用） 

 1月～3月 1人 

・奨励金額 

 3,339,888円 

新規就農総合支援事業 

刈谷ハイブリッドアグリ奨励事業  



刈谷市施策評価シート(②小施策推進状況)

―

●目標指標

現状

分析

〔1〕 ◎ 活動 ％

〔2〕 ◎ 活動 ％

〔3〕 ◎ 成果 ha

〔4〕

【注】　◎…上昇傾向、○…横ばい、△…下降傾向

●他市町村との比較検証

県営農業用水再編対策事業（中井筋地区）の整備率 72.6 79.2 83.3 100

備　考 平成28年3月31日

成　果

現状分析と課題

―

2.3 0 1.4 6.5 0.2 0

比較項目 遊休農地の抑制面積 単位 ha

刈谷市 碧南市 安城市 西尾市 知立市 高浜市

遊休農地の抑制面積 3.5 -0.5 2.3 0

県営たん水防除事業（前新田地区）排水機場更新に伴う事業進捗率 0 0 0.3 88.7

名称 単位
実績値 目標値

25年 26年 27年 32年

319,013 62.9%

決算／基本施策内での割合 215,218 67.6% 229,446 54.4% ―

予算／基本施策内での割合 232,355 65.8% 253,823 53.6%

事業費　（千円）／（％） 26年度 27年度 28年度

施策の内容（小施策） 31２ 生産基盤の強化
担当課 農政課

関係課 雨水対策課

事務事業の実施 小施策項目の推進 実績 

農地の高度利用や生産性向上のため
の、ほ場区画の大規模化、排水路及
び農道の整備 

老朽化したパイプラインの布設替えの
推進 

農業委員会による農地パトロールの実
施と無断転用の解消 

現状分析 課題の整理 

新規就農希望者へのあっせんや市民
農園利用を通じた遊休農地の解消 遊休化した農地を市民農園として再生 

 ２か所 １，９８９㎡ 

市民農園運営事業 

農地パトロール ３回／年 

 遊休農地・違反転用の解消 ５９件 

◆農道、排水路等の農業用施設の整備、改修を行うこと
で、施設機能が向上し、湛水被害の軽減や通行の安全を
確保することができている。 

○整備計画に沿って執行できているが、
今後も計画的かつ効率的に整備を実施し
ていく必要がある。 

◆既設用悪水路を幹線排水路として更新を行うことで排水
能力の向上を図り、中井筋地区の浸水被害を防いでいる。 

県営農業用水再編対策事業 

（中井筋地区）  

農業用施設整備事業  

県営たん水防除事業（前新田地区）  

県営防災ダム事業 

歩道整備工事  160ｍ 

農道舗装工事  2,410㎡ 

排水路改良工事 405ｍ 

前新田地区法手続業務委託 

たん水防除事業（前新田地区）負担金 

排水路工 374ｍ 

（工事負担金）  

 

洲原池地区防災ダム事業 

 余水吐改良工事 1箇所 

 緊急放流ゲート設置工事 

 （工事負担金）  



刈谷市施策評価シート(②小施策推進状況)

―

●目標指標

現状

分析

〔1〕 △ 活動 人

〔2〕 ◎ 活動 ha

〔3〕 △ 活動 ％

〔4〕 ○ 活動 頭

【注】　◎…上昇傾向、○…横ばい、△…下降傾向

●他市町村との比較検証

農畜産物特産化補助事業　支援対象農家数 91 87 82 90

備　考 平成28年3月

成　果

現状分析と課題

―

486 463 2,021 2,648 176 65

比較項目 担い手への利用権設定面積 単位 ha

刈谷市 碧南市 安城市 西尾市 知立市 高浜市

農業振興事業補助事業　水田の作付割合 94.8 94.9 89.9 92

家畜防疫事業　予防接種頭数 485 430 445 480

農用地利用集積促進事業　利用権設定面積 439 452 487 510

名称 単位
実績値 目標値

25年 26年 27年 32年

129,713 25.6%

決算／基本施策内での割合 64,203 20.2% 144,136 34.2% ―

予算／基本施策内での割合 71,803 20.3% 159,581 33.7%

事業費　（千円）／（％） 26年度 27年度 28年度

施策の内容（小施策） 31３ 農業振興の推進
担当課 農政課

関係課

事務事業の実施 小施策項目の推進 実績 

営農組合や認定農業者など担い手の
経営規模の拡大による農作業の効率
化と経営コストの縮減 

果樹、露地園芸、花きなどの栽培農
家が取り組む新規栽培作物、技術導
入への支援 

現状分析 課題の整理 

農業関係団体と一体となった農産物の
ブランド化の推進 

有害鳥獣駆除と家畜の防疫の推進 

安全で安心な農産物の販路拡大と地
産地消のＰＲ 

・猟友会へ委託 

 銃による駆除 8回 

 カラス176羽他604羽 

農業振興事業補助事業  
・転作作物の連坦団地化に対する助
成 

・指定野菜等の産地育成（土壌病害
虫防除剤等購入）に対する助成 

・農業振興指導に対する助成 

・地域営農組織の運営や良質米の団
地化、地域農業の活性化などに対す
る助成 

 

農畜産物特産化補助事業 

有害鳥獣駆除事業 

 

 

家畜防疫事業 

・農地中間管理事業に基づく機構集
積協力金の活用による利用集積の推
進 

 経営転換協力金 

 35戸 11,500千円 

 耕作者集積協力金 

 12筆   680千円 

農用地利用集積促進事業  

・予防接種回数 9回 

・病気検査回数 1回 

・薬剤配布回数 2回 

 
・協議会等への事業委託及び補助 

・特産物育成補助 ２件 

・農産物共進会の開催 ３回 

◆ほ場への土壌消毒剤等の投与により地域特産物（スイカ・
大根・白菜・里芋・胡瓜）の生産安定が図られている。 

○地区営農改善組合や農業者団体などの
構成員の高齢化、後継者不足、担い手不
足が顕著になってきている。 

 

○ワイン・ジャムなどの加工品やサマー
オレンジなどの特産品以降新しい特産品
がない。 

◆連坦団地化・ブロックローテーション化による転作作物
（麦）の作付けにより米の生産調整が円滑に実施されている。 

◆特産物育成補助や農産物共進会の開催により、栽培技術の
改善、品質の向上、生産振興が図られている。 



刈谷市施策評価シート(②小施策推進状況)

―

●目標指標

現状

分析

〔1〕 ○ 活動 人

〔2〕 △ 活動 人

〔3〕 ○ 活動 人

〔4〕 ◎ 活動 ha

【注】　◎…上昇傾向、○…横ばい、△…下降傾向

●他市町村との比較検証

市民農園利用者 6 1 0 2

備　考 平成28年3月31日

成　果

現状分析と課題

―

2.3 0 1.4 6.5 0.2 0

比較項目 遊休農地の抑制面積 単位 ha

刈谷市 碧南市 安城市 西尾市 知立市 高浜市

地産地消推進事業　体験教室参加者数 83 69 68 80

遊休農地の抑制面積 3.5 -0.5 2.3 0.0

刈谷生きがい楽農センター運営事業　出荷・販売を行う研修修了生数 11 11 11 15

名称 単位
実績値 目標値

25年 26年 27年 32年

13,295 2.6%

決算／基本施策内での割合 10,086 3.2% 12,212 2.9% ―

予算／基本施策内での割合 10,514 3.0% 13,765 2.9%

事業費　（千円）／（％） 26年度 27年度 28年度

施策の内容（小施策） 31４ 農業に親しむライフスタイルの推進
担当課 農政課

関係課

事務事業の実施 小施策項目の推進 実績 

刈谷生きがい楽農センターにおける
農業研修の実施や遊休農地を活用し
た市民農園のあっせん 

地元農産物の加工技術普及の推進 

現状分析 課題の整理 

刈谷生きがい楽農センター運営事業 

市民農園運営事業  

・第8期生20人に野菜作り研修を
実施 

・刈谷ハイブリッドアグリの拠点
基地としての機能整備を実施 

地産地消推進事業 
・地元産の農産物を使った加工体
験教室の開催 ７回 

◆農産物加工教室を通じて、多くの参加者に対して、地元
産の農産物をＰＲし、加工技術の継承と地産地消の推進が
できた。 

○遊休農地解消のためには、生きがいと
しての農業だけでなく、青年や退職後就
農者を含めた農業従事者を増やしていく
ことが必要となる。 

◆楽農センターにて野菜作り研修を開催し、研修修了者は
出荷・販売が可能なレベルの農業の栽培技術を身に付ける
ことができている。 



刈谷市施策評価シート(②小施策推進状況)

―

●目標指標

現状

分析

〔1〕 △ 成果 ％

〔2〕 ○ 活動 回

〔3〕 ○ 活動 回

〔4〕 ◎ 成果 ％

【注】　◎…上昇傾向、○…横ばい、△…下降傾向

●他市町村との比較検証

備　考 各市のアンケート実施時の最新データ 碧南Ｈ２８，安城Ｈ２７、西尾Ｈ２８、知立Ｈ２６、高浜Ｈ２８

成　果

現状分析と課題

―

66.3 57.8 89.4 63.1 75.2 71.6

比較項目 食育に関心を持っている人の割合 単位 ％

刈谷市 碧南市 安城市 西尾市 知立市 高浜市

親子農業体験教室の開催 6 6 6 6

食事を楽しいと思う児童・生徒の割合（小学５年生・中学２年生） ― ― 92.2･85.4 85･70

食育に関心を持っている人の割合 ― ― 66.3 90

親子料理教室等の開催 4 4 4 4

名称 単位
実績値 目標値

25年 26年 27年 32年

2,737 0.5%

決算／基本施策内での割合 2,339 0.7% 3,398 0.8% ―

予算／基本施策内での割合 2,484 0.7% 4,337 0.9%

事業費　（千円）／（％） 26年度 27年度 28年度

施策の内容（小施策） 315 食育の推進
担当課 農政課

関係課 健康課・教育総務課・子ども課

事務事業の実施 小施策項目の推進 実績 

食に関する正しい知識の啓発と健康
的な食生活の普及、栄養や食生活に
関する学習機会の充実 

幼稚園、保育園、小中学校の給食を
通じた、子どもの心身の健やかな発
達の促進 

農作物の栽培や収穫体験などを通じ
た自然の恩恵や食を大切にする心の
育成 

現状分析 課題の整理 

・親子料理教室 

    開催回数 3回 

(内1回は男女共同参画イベント内で実
施) 

・親子料理コンテスト 

 開催回数 1回 

・食育に関する市民意識調査実施 

 配布数   2,000通 

 有効回答数 841通（42.1％） 

  

・体験教室開催回数 

 3地区で6回 

・農業まつりでの啓発活動 

 

・市内２１小中学校に対し、１校
当たり30,000円を補助 

 

食育推進事業  

給食調理事業 

・給食回数 

 小学校  186回 

 中学校  186回 

 幼稚園  181回 

 延べ 2,822,741食 

・対象校 

 第一学校給食センター      
（南部）小・中学校､幼稚園 

 第二学校給食センター      
（北部）小・中学校､幼稚園 

地域農業活性化推進事業 

 

 

農業体験学習支援事業 

◆農業体験教室参加者からは「食に対する意識が変化し地元
産の食材を積極的に食べるようになった」や「育てる喜びや
収穫の嬉しさを感じた」との感想があるなど、確実に啓発が
できている。 

○大学、市民団体、生産者、市教育部（給
食センター等）、学校、市子ども課などと
連携を図ったが、さらに連携を深めていく
必要がある。 

○食育に関する市民意識調査の結果、中間
目標値を下回っている項目について対策を
する必要がある。 

◆愛知教育大学の食育キャラクター「しょくまるファイ
ブ」を活用し、親子を対象とした事業を市民ボランティア
団体や農作物生産者の協力により開催するなど食育の推進
がなされている。 



刈谷市施策評価シート(③基本施策の現状分析と課題と今後の方向性)

今後の方向性

現状分析と課題

課題の整理 現状分析 

◆農用地の利用集積が進み、農作業の効率化が図られてい
る。 

◆連坦団地化・ブロックローテーション化による転作作物
（麦）の作付けにより米の生産調整が円滑に実施されてい
る。 

◆農道、排水路等の農業用施設の整備、改修を行うことで、
施設機能が向上し、湛水被害の軽減や通行の安全を確保する
ことができている。 

◆特産物育成補助や農産物共進会の開催により、栽培技術
の改善、品質の向上、生産振興が図られている。 

◆親子を対象とした事業を市民ボランティア団体や農作物
生産者の協力により開催するなど食育の推進がなされてい
る。 

担い手の育成 

生産基盤 

の強化 

農業振興 

の推進 

食育の推進 

農業に親しむ 

ライフスタイ

◆・・ 

◆・・ 

◆・・ 

◆・・ 

◆・・ 

○高い兼業化率と農業従事者の高齢
化により、担い手不足が続く状況で
あり、今後の目標達成に向けて各事
業をより推進していく必要がある。 

 

○生産基盤強化、農地の集積は着実
に進行し、農業経営規模は拡大して
いるなか、新規の農業生産法人の参
入などを促進していく必要がある。 

 

担い手の育成 

生産基盤 

の強化 

農業振興 

の推進 

食育の推進 

農業に親しむ 

ライフスタイ

◆経営感覚をもった後継者の育成や生産組織の企業経営体
への育成支援 

◆効率的な「農業」の促進や産物のブランド化を推進 

◆地産地消や食育に関して関係団体と協力し、引き続き啓
発に努める 

◆農業にかかる研修の実施や修了者に対する市民農園の
斡旋 

◆ほ場区画の大規模化などの基盤整備の推進 

◆生産基盤の強化のために農業用施設の整備を推進 

 



刈谷市施策評価シート(④構成する主な事務事業)

無 縮小 維持 拡充

担当課 Ⅴ Ⅱ Ⅰ

農政 Ⅵ Ⅲ

農政 雨水 Ⅶ Ⅳ

農政 Ⅷ

農政 Ⅸ

農政 健康 教総 子ど Ⅹ

●構成する主な事務事業

必
要
性

効
率
性

妥
当
性

貢
献
度

予算

決算

予算

決算

予算

決算

予算

決算

備
考

必
要
性

効
率
性

妥
当
性

貢
献
度

予算

決算

予算

決算

予算

決算

予算

決算

備
考

31１ 担い手の育成

事
業
No

事務事業名

事業費（単位：千円） 事務事業評価（27年度決算）
予算対応
の考え方2６年度 2７年度 2８年度

今後の
方向性

1 農用地利用集積促進事業
8,452 14,984 10,584

普
通

普
通

現状維持 Ⅲ2 刈谷ハイブリッドアグリ奨励事業

普
通

高
い

拡充 Ⅱ

― 3,340 ―

普
通

163 12,350 ―

― 6,000 6,000
高
い

高
い

普
通

高
い

普
通

普
通

31２

4

3 新規就農総合支援事業
11,250 4,500 6,000

事
業
No

事務事業名

事業費（単位：千円） 事務事業評価（27年度決算）

普
通

普
通

普
通

現状維持

農政課
11,250 1,500 ―

高
い

現状維持 Ⅲ

予算対応
の考え方

担当課
2６年度 2７年度 2８年度

今後の
方向性

1
県営農業用水再編対策事業（中井筋
地区）

52,076 63,928 64,860
高
い

46,910 52,314 ―

2 農業用施設整備事業
72,597 79,231 100,102

高
い

68,678 73,929 ―

3 防災ダム事業
13,268 5,360 1,000

高
い

11,268 5,360 ―

4 県営たん水防除事業（前新田地区）
― 844 10,500

高
い

― 486 ―

施策の内容(小施策)

農業

関係課

315

31２

基本施策 31

31１

31３

31４

担い手の育成

生産基盤の強化

農業振興の推進

農業に親しむライフスタイルの推進

食育の推進

高
い

高
い

高
い

拡充

凡例
予算対応の考え方

現状維持

改善・効率化

拡充

縮小

Ⅰ 雨水対策課

高
い

普
通

高
い

拡充 Ⅰ

普
通

普
通

高
い

現状維持 Ⅲ

Ⅲ

生産基盤の強化

農政課
雨水対策課

農政課
雨水対策課

農政課

担当課

今
後
の
方
向
性

終期設定

休止・廃止

農政課

農政課



刈谷市施策評価シート(④構成する主な事務事業)

必
要
性

効
率
性

妥
当
性

貢
献
度

予算

決算

予算

決算

予算

決算

予算

決算

予算

決算

備
考

必
要
性

効
率
性

妥
当
性

貢
献
度

予算

決算

予算

決算

予算

決算

予算

決算

備
考

必
要
性

効
率
性

妥
当
性

貢
献
度

予算

決算

予算

決算

予算

決算

予算

決算

備
考

事
業
No

事務事業名

事業費（単位：千円） 事務事業評価（27年度決算）
予算対応
の考え方2６年度 2７年度 2８年度

今後の
方向性

普
通

普
通

高
い

現状維持 Ⅲ1 農業振興事業補助事業
9,462 9,462 9,592

高
い

8,920 8,945 ―

普
通

普
通

普
通

現状維持 Ⅲ2 農畜産物特産化補助事業
1,677 1,677 1,656

高
い

1,267 1,017 ―

普
通

普
通

高
い

現状維持 Ⅲ3 水田農業構造改革対策事業
5,067 4,968 4,625

高
い

4,114 4,012 ―

31４ 農業に親しむライフスタイルの推進

4

5

事
業
No

事務事業名

事業費（単位：千円） 事務事業評価（27年度決算）
予算対応
の考え方2６年度 2７年度 2８年度

今後の
方向性

普
通

高
い

高
い

改善・効率化 Ⅳ1 刈谷生きがい楽農センター運営事業
10,060 13,310 12,822

高
い

9,709 11,838 ―

普
通

高
い

普
通

現状維持 Ⅲ2 市民農園運営事業
240 240 240

高
い

182 179 ―

普
通

高
い

普
通

改善・効率化 Ⅳ3 地産地消推進事業
214 215 233

高
い

195 195 ―

事
業
No

事務事業名

事業費（単位：千円） 事務事業評価（27年度決算）
予算対応
の考え方2６年度 2７年度 2８年度

今後の
方向性

普
通

630 630 ―

普
通

普
通

拡充 Ⅰ1 食育推進事業
305 2,158 558

高
い

251 1,305 ―

高
い

2 農業体験学習支援事業
630 630 630

4

3

普
通

普
通

普
通

現状維持 Ⅲ 農政課

4

31３ 農業振興の推進

農政課

担当課

農政課

農政課

農政課

担当課

農政課

農政課

農政課

315 食育の推進

担当課


